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平成２５年度の決算を認定

　

平
成
26
年
第
３
回
定
例
会
を
、
９
月
４
日
か
ら
17
日
ま
で
の
14
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
平
成
25
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
事
業
会
計
の
決
算
、
補

正
予
算
、
条
例
の
改
正
な
ど
、
議
案
24
件
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
会
提
案
の
意
見
書
提
出
議
案
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
、
６
人
が
登
壇
し
、
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
決
算

　

平
成
25
年
度
一
般
会
計

歳
入
決
算
額
は
、
92
億
４

６
１
万
円
で
前
年
度
対
比

８
・
４
㌫
の
増
。
歳
出
決

算
額
は
、
87
億
９
８
６
万

円
で
前
年
度
対
比
７
・
１

㌫
の
増
で
し
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
、

４
億
９
４
７
５
万
円
。
歳

入
歳
出
差
引
額
か
ら
翌
年

度
へ
繰
り
越
す
財
源
を
引

い
た
実
質
収
支
額
は
、
３

億
８
８
６
９
万
円
で
し
た
。

主
な
歳
入

　

町
税
は
、
19
億
３
６
８

８
万
円
で
前
年
度
対
比
１
・

５
㌫
の
増
。
地
方
交
付
税

は
、
32
億
５
０
３
４
万
円

で
前
年
度
対
比
０
・
２
㌫

の
減
。
町
債
（
町
の
借
金
）

は
、
12
億
５
３
６
０
万
円

で
前
年
度
対
比
60
・
５
㌫

の
増
で
し
た
。

主
な
歳
出

　

庁
舎
建
設
基
金
積
立
金

２
億
円
、
合
併
市
町
村
振

興
基
金
積
立
金
２
億
円
、

地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

基
金
積
立
金
２
億
１
１
２

０
万
円
、
ふ
れ
あ
い
公
園

※
決
算
額
は
、
千
円
以
下
の
単
位
を
切
り
捨
て
て
表
示
し
て
い
ま
す
。

▼

あ
が
つ
ま
ふ
れ
あ
い
公
園　

農
産
物
直
売
所
内

平成２５年度の決算を認定

歳入

92億
461万円

地方交付税

32 億 5034 万円

35.3%

町税

19 億 3688 万円

21.0%

町債

12 億 5360 万円

13.6%

国・県支出金

12 億 2308 万円

13.3%

諸収入ほか

7 億 3064 万円

7.9%

繰越金

3 億 6069 万円

3.9%

繰入金

1 億 6386 万円

1.8%

使用料及び手数料

1 億 5077 万円

1.6%

分担金及び負担金

1 億 3472 万円

1.5%



平成２５年度の決算を認定

▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

調
理
場
内

監査報告
　平成25年度一般会計・特別会

計・事業会計の決算審査の結果、

係数については正確であり、予

算の執行はおおむね適正かつ効

率的に執行されていること、会

計経理および財産に関する事務

は適正に処理されていることを

確認しました。

　　　監査委員 角田隆紀

　　　　　　   茂木恒二

　歳入では、自主財源の確保、

住民負担の公平性を期す観点か

ら、関係法令に基づき、滞納額、

収入未済額の縮減に努めていた

だきたい。

　歳出では、歴史的豪雪被害の

補正予算が繰り越しになるなど

したが、そのほかは、おおむね

順調に執行されていました。引

き続き、効率的で効果的な行政

システムを確立し、住民福祉の

向上に努めていただきたい。

一般会計への審査意見

平成２５年度の決算を認定

歳出
87億
986万円

総務費
22 億 1114 万円

25.4%

民生費
16 億 595 万円

18.4%

教育費
14 億 5829 万円

16.7%

公債費
10 億 7010 万円

12.3%

土木費
7 億 705 万円

8.1%

農林水産業費
5 億 8629 万円

6.7%

衛生費
4 億 5248 万円

5.2%

消防費
3 億 5159 万円

4.0%

商工費
1 億 4221 万円

1.6%

議会費
9039 万円

1.0%

諸支出費
2009 万円

0.2%

災害復旧費
1298 万円

0.1%

労働費
123 万円
0.01%

便
益
施
設
新
築
工
事
５
９

３
２
万
円
、
地
域
に
密
着

し
た
介
護
拠
点
を
整
備
す

る
た
め
の
介
護
基
盤
緊
急

整
備
事
業
補
助
金
３
０
０

０
万
円
、
原
町
赤
十
字
病

院
運
営
費
助
成
金
２
８
０

５
万
円
、
あ
が
つ
ま
共
同

霊
園
区
画
増
設
設
計
委
託

料
２
２
９
万
円
、
公
団
営

畜
産
事
業
負
担
金
２
億
４

３
６
４
万
円
、
松
谷
地
区

土
地
改
良
事
業
３
７
３
８

万
円
、
住
宅
新
築
改
修
補

助
金
４
３
２
万
円
、
企
業

誘
致
奨
励
金
５
３
４
２
万

円
、
消
防
自
動
車
購
入
費

３
４
４
４
万
円
、
給
食
セ

ン
タ
ー
新
築
事
業
２
億
９

９
８
４
万
円
、
統
合
中
学

校
施
設
整
備
事
業
２
億
１

６
７
２
万
円
な
ど
で
し
た
。

一
般
会
計

　
　

決
算
を
問
う

企
業
誘
致
奨
励
金

議
員　

企
業
誘
致
奨
励
金

が
支
出
さ
れ
て
い
る
が
、

支
出
し
た
根
拠
は
。

産
業
課
長　

企
業
誘
致
奨

励
金
交
付
条
例
（
平
成
25

年
３
月
に
企
業
立
地
促
進

条
例
へ
全
面
改
正
）
を
根

拠
と
し
て
い
る
。

議
員　

25
年
度
に
存
在
し

な
い
条
例
を
支
出
根
拠
と

す
る
説
明
を
。

産
業
課
長　

24
年
度
当
時
、

企
業
誘
致
奨
励
金
交
付
条

例
に
基
づ
き
、
３
年
間
の



区　　　分 収　　　　入 支　　　　出

収　益　的 1 億 9617 万円 1 億 8088 万円

資　本　的 818 万円 9942 万円

優
遇
措
置
の
指
定
を
行
っ

た
。
今
回
は
、
そ
の
２
年

目
の
適
用
で
あ
る
。

議
員　

奨
励
金
の
交
付
が

３
年
間
の
約
束
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

産
業
課
長　

企
業
が
固
定

資
産
税
を
完
納
す
る
こ
と

を
条
件
に
、
優
遇
措
置
の

内
容
と
な
っ
て
い
る
奨
励

金
を
、
単
年
度
ご
と
に
交

付
す
る
も
の
で
あ
る
。

社
会
参
加
費（
交
際
費
）

議
員　

社
会
参
加
費
（
職

員
が
外
部
の
個
人
や
団
体

と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
）

は
、
規
則
や
要
綱
で
規
定

さ
れ
て
い
な
い
。
執
行
前

に
議
会
へ
示
す
と
説
明
し

て
い
た
が
。

町
長　

支
出
基
準
を
定
め
、

執
行
し
て
い
る
。

議
員　

支
出
は
酒
席
で
の

飲
食
代
に
当
た
る
と
思
う

が
、
そ
の
会
合
は
公
務
か
。

町
長　

す
べ
て
公
務
で
あ

る
。

議
員　

公
務
で
あ
る
な
ら

ば
、
適
切
な
科
目
（
負
担

金
）
で
支
出
を
し
、
内
容

を
明
確
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長　

負
担
金
で
支
出
す

べ
き
も
の
は
、
そ
の
よ
う

に
し
て
い
る
。

議
員　

支
出
金
額
の
基
準

を
超
え
て
い
る
も
の
が
あ

る
が
。

町
長 

会
合
の
内
容
に
よ
っ

て
、
相
応
の
金
額
と
し
て

い
る
。

議
員　

宗
教
法
人
主
催
の

催
し
と
思
わ
れ
る
も
の
に

支
出
さ
れ
て
い
る
が
、
適

切
か
。

町
長　

地
域
の
活
性
化
の

た
め
の
祭
り
に
祝
い
金
と

し
て
支
出
し
た
も
の
。

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

議
員　

26
年
３
月
28
日
を

工
期
と
し
て
い
た
給
食
セ

ン
タ
ー
新
築
事
業
を
、
２

月
の
豪
雪
を
理
由
に
26
年

度
へ
（
事
故
）
繰
り
越
し

た
こ
と
は
、
間
違
い
で
は

な
い
か
。

教
育
課
長　

繰
り
越
し
原

因
は
、
豪
雪
に
よ
る
も
の
。

議
員　

当
初
の
工
期
で
の

進
捗
率
は
。

教
育
課
長　

80
～
90
㌫
。

議
員　

完
成
間
近
で
あ
れ

ば
、
１
カ
月
の
工
期
延
長

が
必
要
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
。
繰
り
越
し
原
因

は
、
工
期
当
初
で
、
建
築

確
認
が
と
れ
な
か
っ
た
こ

と
で
は
な
い
か
。

教
育
課
長　

着
工
は
ず
れ

込
ん
だ
が
、
当
初
の
工
期

に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の

は
、
豪
雪
が
原
因
。

議
員　

延
長
し
た
工
期
に

完
成
し
て
い
た
か
。

教
育
課
長　

４
月
中
の
完

成
を
確
認
し
て
い
る
。

議
員　

繰
り
越
し
の
理
由
、

工
期
内
の
完
成
に
疑
問
が

残
る
。
適
切
で
あ
っ
た
か
。

教
育
長　

適
切
で
あ
っ
た
。

実質公債費比率とは…借入金（地方債）の返済額及びこれに準じ
る額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示す指標
将来負担比率とは…地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）
や将来支払っていく可能性のある負担等の現時点での残高を指標
化し、将来財政を圧迫する可能性の度合いを示す指標

健全化判断比率の報告があり ました

将来負担比率
１１９．２ ９９．６ ９３．２

（３５０．０） （３５０．０） （３５０．０）

実質公債費比率
１５．３ １３．９ １３．３

（２５．０） （２５．０）

※括弧内の数値は、早期健全化基準であり、当町はその基準を下回っ
ています。

（２５．０）

(単位　％）

平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

会　　　計　　　名 歳　入　総　額 歳　出　総　額

一 般 会 計 92 億 461 万円 87 億 986 万円

国民健康保険

特 別 会 計

事 業 勘 定 22 億 7248 万円 20 億 8328 万円

施 設 勘 定 9392 万円 9087 万円

後期高齢者医療特別会計 1 億 8525 万円 1 億 8293 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 13 億 7421 万円 13 億 4429 万円

特別養護老人ホームいわびつ荘運営事業特別会計 1 億 1436 万円 1 億 1436 万円

地 域 開 発 事 業 特 別 会 計 1 億 4935 万円 1 億 4900 万円

下 水 道 事 業 特 別 会 計 4 億 9311 万円 4 億 7686 万円

簡 易 水 道 特 別 会 計 6967 万円 6849 万円

平成25年度 会計別決算

平成25年度 水道事業決算

※資本的収支の差は、損益勘定保留資金などで補てんしました。



国民健康保険
　事業勘定は、実質収支額１億８９２０万円。基金の

積み増しがあり、残高８０７１万円となりました。

　加入世帯２５６４戸（加入率４４.６０㌫）、被保険

者４５１６人（加入率２９.１８㌫）でした。

　国保税の収入済額は４億３７８５万円（収納率８７.

３㌫）。不能欠損額と収入未済額を合わせて６３４１

万円となり、徴収強化に努力するよう要望しました。

　また、特定健診の受診率が４０.２９㌫と低下して

おり、受診率の向上を図るよう要望しました。

　施設勘定（国保診療所）は、実質収支額３０５万円。

診療収入が７２５３万円、受診者数が５１６６人でし

た。

　今後も町民の健康維持と、地域に密着した医療活動

を進めるよう要請しました。

後期高齢者医療
　実質収支額２３１万円。被保険者は３００２人です。

　保険料の収入済額１億１９７７万円、不能欠損額３

万円、収入未済額１５万円でした。

介護保険
　実質収支額２９９１万円。介護給付費準備基金は、

１６４９万円を取り崩し、残高４０５９万円となりま

した。

　支出済額の保険給付費は１３億２０７５万円（前年

度対比５.６㌫増）で、要支援も含め、介護認定を受

けている人の８７㌫が何らかの介護サービスを利用し

ています。

　認定者数、利用者数、介護給付費ともに増加してい

ます。

特別養護老人ホームいわびつ荘運営事業
　一般会計からの繰入金が１７６２万円ありました。

　備品として介護用電動ベッド、車いすを購入しまし

た。

　平成２６年４月から運営が指定管理者に移行しまし

たので、２５年度をもって、同特別会計は廃止となり

ます。

地域開発事業
　宅地用地取得２９９２万円、あづまケーブルテレビ

通信システム移行工事３１０８万円、小水力発電導入

基本設計６３０万円を要したことから、地域開発基金

から１１００万円を取り崩したほか、一般会計から８

０８４万円を繰り入れ、実質収支額は３５万円でした。

　収入未済額の解消や住宅団地の未販売区画の早期売

却、支出の抑制に努力することを求めました。

下水道事業
　実質収支額１６２４万円。浄化槽整備事業基金から

１３０６万円、  一般会計から１億８５７４万円を繰り

入れての運営となりました。

　歳入、歳出を抜本的に見直すために、改善策が示さ

れることが必要です。

簡易水道
　実質収支額１１７万円。 一般会計から８２０万円を

繰り入れて、運営を維持する状況でした。

　適正運営のための改善策が示されることが必要です。

水道事業
　給水戸数４４５２戸、給水人口１万６７１人でした。

　年度末の未処分利益剰余金が１２３０万円生じた

ことから、減債積立金へ積み立てましたが、営業外収益

として、一般会計から２０００万円の補助金を受けて

の結果です。

　１立方㍍当たり、供給単価１２９円５３銭に対し、

給水原価が１４０円７７銭かかっています。

　また、資本的支出の７０㌫近くが企業債の償還金と

なっており、水道事業の経営改善が求められます。

平成25年度特別会計・事業会計決算
　　　　　　　　　　　　（委員会審議より）
平成25年度特別会計・事業会計決算
　　　　　　　　　　　　（委員会審議より）

▲上水道（水道事業）    深沢配水池



　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
歳
出
を
１
億
９
７
０

０
万
４
千
円
減
額
し
、
総

額
を
88
億
９
８
６
１
万
８

千
円
と
し
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
の
項
目
は
、

総
務
管
理
費
、
中
学
校
費

な
ど
で
増
額
。
ダ
ム
対
策

費
、
都
市
計
画
費
で
減
額
。

財
源
（
歳
入
）
で
は
、
国
・

県
補
助
金
、
前
年
度
繰
越

金
を
増
額
。
財
政
調
整
基

金
か
ら
の
繰
入
金
、
ダ
ム

関
連
事
業
雑
入
、
町
債

（
借
金
）
を
減
額
し
て
い

ま
す
。

【
質
疑
】

保
健
室
の
改
修
工
事
費

議
員　

補
正
予
算
の
中
で

す
で
に
執
行
し
て
い
る
も

の
は
な
い
か
。

町
長　

原
町
中
学
校
保
健

室
の
改
修
工
事
は
、
夏
休

み
期
間
で
の
実
施
に
配
慮

し
て
執
行
し
た
。

議
員　

保
健
室
改
修
工
事

の
予
算
は
確
保
し
て
あ
っ

た
の
か
。

教
育
課
長　

す
で
に
確
保

し
て
あ
る
工
事
請
負
費
の

範
囲
内
で
工
事
発
注
し
た

が
、
今
後
、
予
算
が
不
足

す
る
の
で
追
加
補
正
を
お

願
い
し
た
。

議
員 

補
正
予
算
で
決
ま
っ

て
い
な
い
も
の
を
執
行
し

た
の
か
。

教
育
長　

今
後
、
気
を
付

け
る
。

観
光
宣
伝
事
業
の
手
当

議
員　

観
光
宣
伝
事
業
の

時
間
外
勤
務
手
当
追
加
は
、

ふ
る
さ
と
祭
の
た
め
の
も

の
か
。

町
長　

ふ
る
さ
と
祭
の
内

容
を
充
実
さ
せ
、
ス
ム
ー

ズ
に
運
営
で
き
る
よ
う
確

保
し
た
い
。
ま
た
、
そ
の

ほ
か
の
観
光
宣
伝
イ
ベ
ン

ト
の
経
費
も
含
ん
で
い
る
。

議
員　

ふ
る
さ
と
祭
に
多

く
の
職
員
が
出
役
す
る
こ

と
で
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
民
間
主
導
の
運
営

体
制
が
崩
れ
る
の
で
は
な

い
か
。
今
後
も
手
当
を
確

保
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

今
年
度
の
実
施
体

制
で
必
要
と
判
断
し
、
予

算
計
上
し
た
。
来
年
度
以

降
は
事
情
が
違
っ
て
く
る

場
合
も
あ
る
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期

（
３
年
）
満
了
に
伴
う
次

期
候
補
者
に
、
本
多
由
巳

子
さ
ん
（
岩
井
）
と
新
井

ひ
ろ
み
さ
ん
（
原
町
）
を

適
任
と
認
め
ま
し
た
。

　

町
消
防
団
第
４
分
団
第

３
部
（
萩
生
）
に
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
、
同
第
５
分

団
第
２
部
（
奥
田
）
に
小

型
ポ
ン
プ
積
載
自
動
車
を

配
備
し
ま
す
。

　

納
期
は
２
台
と
も
平
成

26
年
度
末
。
契
約
の
内
容

は
次
の
と
お
り
。

▽
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

　

契
約
金
額
＝
２
２
５
７

万
２
０
０
０
円

　

契
約
相
手
＝
株
式
会
社

佐
藤
工
業
所
（
前
橋
市
）

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
１
億
９
７
０
０
万
４
千
円
を
減
額

人
権
擁
護
委
員

候
補
者
を
推
薦

消
防
自
動
車
購
入

の
契
約
締
結
決
定

中
学
校
舎
改
修
２
期
工
事

　
　
　
　
　
契
約
変
更
締
結
を
決
定

代
表
取
締
役　

伊
藤
英
明

▽
小
型
ポ
ン
プ
積
載
自
動

車
　

契
約
金
額
＝
１
２
９
６

万
円

　

契
約
相
手
＝
温
井
自
動

車
工
業
株
式
会
社
（
高
崎

市
）　

 

代
表
取
締
役　

温

井
捷
男

　

統
合
中
学
校
（
東
吾
妻

中
学
校
）
の
施
設
整
備
事

業
の
一
環
と
し
て
、
平
成

25
年
12
月
か
ら
実
施
し
て

き
た
原
町
中
学
校
校
舎
改

修
２
期
工
事
に
、
埋
設
幹

線
（
電
気
ケ
ー
ブ
ル
）
の

切
り
回
し
、
外
壁
タ
イ
ル

の
浮
き
改
修
な
ど
を
追
加

変
更
。
当
初
契
約
を
４
４

８
万
２
０
０
０
円
増
額
し

ま
し
た
。

　

契
約
の
変
更
内
容
は
次

の
と
お
り
。

　

変
更
後
の
契
約
金
額
＝

１
億
６
６
４
８
万
２
０
０

０
円

【
質
疑
】

議
員　

埋
設
幹
線
の
切
り

回
し
は
、
当
初
契
約
の
工

事
予
定
に
含
ま
れ
て
い
た

の
か
。
別
工
事
と
は
な
ら

な
い
か
。

教
育
課
長　

増
改
築
工
事

を
す
る
た
め
に
支
障
が
あ

る
こ
と
な
の
で
、
今
回
の

一
連
の
変
更
工
事
内
容
と

し
た
。

議
員　

工
期
の
変
更
は
あ

る
の
か
。

教
育
課
長　

工
期
の
変
更

は
な
い
。
埋
設
幹
線
の
切

り
回
し
は
、
先
行
し
て
い

る
。

議
員　

先
行
し
て
着
工
し

た
の
か
。
議
会
の
議
決
は

ど
う
な
る
の
か
。

教
育
課
長　

工
事
の
進
捗

状
況
に
合
わ
せ
て
、
変
更

の
工
事
内
容
が
ま
と
ま
っ

た
段
階
で
、
議
案
を
お
願

い
し
て
い
る
。

議
員　

提
案
時
期
が
間
違
っ

て
い
な
い
か
。
先
行
し
て

補　正　額 予算総額

△１億９７００万円 ８８億９８６１万円

事業勘定 ２３４８万円 ２２億２０３７万円

施設勘定 △１４８万円 ９１１１万円

２３１万円 １億９６３５万円

５７７万円 1４億８４８０万円

３００万円 ８４３７万円

△２８１万円 ５億２６０９万円

　町ホームページ作成ソフト更新および
　公共施設への公衆無線ＬＡＮシステム構築事業 　　　１３００万円
　ふれあい公園事業（追加） 　　　２１７６万円
　子どもインフルエンザ予防接種事業 　　　　５０６万円
　（対象者を18歳以下の全員に拡大）
　道路改良費（追加） 　　　　９５５万円
　統合中学校施設整備事業（追加） 　　　２２１９万円
　渓谷自然公園事業（減額） △３億１０２３万円
　下水道事業特別会計繰出金（減額） 　　△１６０６万円

平成２６年度　補正予算一覧
会　計　名

一　　般　　会　　計

後期高齢者医療特別会計

一一般般会会計計補補正正予予算算（（主主ななもものの））

介 護 保 険 特 別 会 計

地域開発事業特別会計

下 水 道 事 業 特 別 会 計

国民健康保険
特　別　会　計



工
事
を
し
、
後
で
議
決
を

求
め
る
こ
と
が
適
切
な
や

り
方
か
。

町
長　

適
切
な
こ
と
で
は

な
い
が
、
増
改
築
工
事
の

一
環
と
し
て
必
要
な
こ
と

で
あ
り
、
理
解
願
い
た
い
。

議
員　

事
業
執
行
上
の
手

順
を
守
ら
な
い
と
、
信
頼

関
係
に
も
影
響
す
る
が
。

副
町
長　

今
後
は
注
意
し

て
事
務
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

と
き
に
設
計
図
と

現
況
に
違
い
が
生
じ
る
こ

と
は
あ
る
が
、
今
回
の
埋

設
幹
線
に
関
し
て
は
、
大

き
く
違
っ
て
い
た
こ
と
に

よ
り
、
追
加
工
事
が
生
じ

た
。
工
事
の
執
行
に
あ
た
っ

て
は
、
業
者
任
せ
で
な
く
、

担
当
課
が
適
切
に
進
行
管

理
す
る
姿
勢
が
必
要
と
思

う
が
。

町
長　

今
後
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
努
め

る
。

■
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ

り
、
軽
自
動
車
税
な
ど
を

改
定
し
ま
し
た
。

　

主
な
税
率
（
年
額
）
は

次
の
と
お
り
。

▽
軽
自
動
車
＝
四
輪
車
乗

用
自
家
用
＝
１
万
８
０
０

円▽
軽
自
動
車
＝
四
輪
車
貨

物
用
自
家
用
＝
５
０
０
０

円▽
小
型
特
殊
自
動
車
＝
農

耕
作
業
用
＝
２
４
０
０
円

▽
原
動
機
付
自
転
車
＝
50

cc
以
下
＝
２
０
０
０
円

■
災
害
対
策
本
部
条
例
の

一
部
改
正

　

災
害
対
策
基
本
法
の
改

正
に
伴
い
、
引
用
条
項
を

変
更
し
ま
し
た
。

■
防
災
会
議
条
例
の
一
部

改
正

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
を
実
施
す
る
こ
と
に
伴

い
、
用
語
な
ど
を
変
更
し

ま
し
た
。

■
吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
規
約
の
変
更
に

関
す
る
協
議

　

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
（
吾
妻
郡
の
６

町
村
で
組
織
）
が
管
理
、

運
用
し
て
い
る
「
ふ
る
さ

と
市
町
村
圏
基
金
＝
10
億

円
」
に
つ
い
て
、
元
本
を

処
分
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
す
る
規
定
を
、
一
定

の
要
件
を
設
け
た
上
で
、

処
分
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
同
組
合
規
約
の

変
更
に
は
、
手
続
き
と
し

て
、
関
係
す
る
６
町
村
の

議
会
議
決
の
ほ
か
、
県
知

事
の
許
可
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

今
定
例
会
で
は
、
２
件

の
陳
情
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
が
本
会
議

で
報
告
さ
れ
、
次
の
よ
う

に
決
ま
り
ま
し
た
。
（
提

出
者
名
は
敬
称
略
）

採
択
と
な
り
ま
し
た

（
総
務
建
設
常
任
委
員
会

で
審
査
）

◎
陳
情
書　

町
道
５
２
６

７
号
線
の
道
路
改
良
拡
幅

工
事

　

提
出
者　

辻
区
長　

菅

谷
保
彦

採
択
と
な
り
ま
し
た

（
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

で
審
査
）

◎
陳
情
書　

軽
度
外
傷
性

脳
損
傷
の
周
知
及
び
労
災

認
定
基
準
の
改
正
な
ど
を

求
め
る
陳
情

　

提
出
者　

軽
度
外
傷
性

脳
損
傷
仲
間
の
会　

代
表

藤
本
久
美
子

み
な
さ
ん
か
ら
の
請
願
・
陳
情

　意見書を提出

　議会では、次の意見書を提

出しました。

◎軽度外傷性脳損傷に関わる

周知及び労災認定基準の改正

などを要請する意見書

【提出先】衆議院議長、参議

院議長、内閣総理大臣、総務

大臣、厚生労働大臣、文部科

学大臣

２法人（出資法人等）の平成25年度
の経営状況報告がありました

駅北土地区画整理組合
　事業開始後１８年が経過しました。

　平成２５年度は、計画された工事が完成する

中、事業を完了するために、換地処分、登記事

務、清算金徴収交付事務の作業を進めてきまし

た。

　歳入、歳出の総額は、それぞれ８２４２万円

で、うち３２４０万円は、清算事務引継金（次

年度への繰越金）として、清算人会へ引き継ぎ

ます。

　なお、同事業の業務は、２６年度中に全てが

終了となる予定です。

㈱岩櫃ふれあい公社
　ホテル（コニファーいわびつ）経営に移行し、

１２期目となりました。

　平成２５年度の集客実績は、宿泊が１万２６

１８人、日帰りが１９００人でした。

　事業収支関係では、売上高が１億４４０９万

円のほか、東京電力による原子力賠償に係る観

光業者の損害賠償金３３９０万円があり、純利

益は１２７９万円、自己資本を１４１４万円と

しました。

　公社の抜本的改革への取り組み方針の策定や、

存廃を含めた処理策の検討を進めてきました。



町政を問う町政を問う

答　
安
全
走
行
モ
ラ
ル
の
徹
底
と

　
　
　

走
行
路
整
備
に
努
め
た
い

答　
医
師
確
保
と
医
療
従
事
者
養
成
の

　
　
奨
学
金
制
度
を
検
討
す
る
時
期
に
き
て
い
る

地
域
医
療
充
実
の
具
体
策
は

　
　

中
学
生
に
な
る
と
自

転
車
通
学
が
認
め
ら
れ
る
。

技
術
的
に
未
熟
な
生
徒
も

い
る
中
で
、
小
学
生
の
う

ち
か
ら
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー

を
含
め
、
技
術
的
な
指
導

を
進
め
た
方
が
よ
い
と
考

え
る
が
。

　
　

安
全
指
導
は
各
学
校

で
異
な
る
が
、
基
本
的
な

部
分
で
は
、
安
全
教
室
や

　
　

地
域
医
療
充
実
の
た

め
に
、
町
は
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
　

予
防
接
種
法
や
健
康

自
転
車
通
学
生
徒
の
交
通
安
全
対
策
を

自
転
車
検
定
試
験
な
ど
を

行
い
、
安
全
な
乗
り
方
や

様
々
な
交
通
ル
ー
ル
を
指

導
し
て
い
る
。

　
　

自
転
車
で
の
登
下
校

時
に
お
け
る
こ
こ
数
年
の

事
故
件
数
と
原
因
は
。

　
　

平
成
23
年
度
以
降
の

管
内
中
学
校
の
事
故
は
、

東
地
区
１
件
、
太
田
地
区

２
件
、
原
町
地
区
３
件
、

岩
島
地
区
２
件
、
坂
上
地

区
３
件
と
な
っ
て
い
る
。

原
因
は
、
東
地
区
の
場
合

は
加
害
者
の
不
注
意
で
、

ほ
か
は
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
な
ど
生
徒
本
人
の
不

注
意
が
原
因
で
あ
っ
た
。

『
学
校
の
土
曜
授
業
』

　
　

ゆ
と
り
教
育
の
推
進

で
、
学
力
の
大
幅
な
低
下

が
心
配
さ
れ
る
。
当
町
の

小
・
中
学
校
の
レ
ベ
ル
は

ど
う
か
。

　
　

小
・
中
学
校
と
も
に

学
習
指
導
要
領
に
沿
っ
て

教
育
課
程
を
編
成
し
、
教

育
を
実
施
し
て
き
た
。

　

先
生
の
熱
心
な
指
導
と

子
供
た
ち
の
が
ん
ば
り
で
、

全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果

な
ど
か
ら
も
全
国
水
準
を

維
持
し
て
い
る
。

　
　

隔
週
で
の
土
曜
授
業

の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
る
か
。

　
　

現
状
の
諸
法
令
お
よ

び
社
会
状
況
か
ら
、
土
曜

授
業
の
実
施
は
難
し
い
。

『
小
規
模
修
繕
工
事
希
望

者
登
録
制
度
』

　
　

地
域
経
済
活
性
化
に

も
な
る
小
規
模
修
繕
工
事

希
望
者
登
録
制
度
の
推
進

方
策
と
し
て
、
公
共
施
設

の
再
点
検
な
ど
、
発
注
や

受
注
を
促
す
こ
と
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　
　

指
摘
の
よ
う
に
、
公

共
施
設
の
再
点
検
は
か
な

り
の
事
業
と
な
っ
て
く
る
。

今
後
も
こ
の
制
度
が
、
経

済
の
活
性
化
に
寄
与
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

増
進
法
、
母
子
保
健
法
な

ど
の
法
令
に
基
づ
き
、
健

診
や
予
防
接
種
を
行
っ
て

い
る
。

　

今
年
度
中
に
国
保
デ
ー

タ
ー
ベ
ー
ス
シ
ス
テ
ム
が

稼
働
す
る
の
で
、
様
々
な

分
析
を
行
い
、
生
活
習
慣

病
な
ど
の
予
防
に
役
立
て

「
第
２
次
東
吾
妻
町
元
気

プ
ラ
ン
」
の
実
践
に
努
力

し
た
い
。

　
　

原
町
日
赤
病
院
へ
の

補
助
と
成
果
を
、
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

　
　

平
成
25
年
度
決
算
で

３
つ
の
補
助
金
を
合
わ
せ

る
と
、
３
９
１
６
万
８
千

円
で
あ
る
。

　

保
健
事
業
な
ど
で
町
に

協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、
住
民
目
線
か
ら
救
急

対
応
な
ど
で
不
満
が
あ
る

山田信行議員

根津光儀議員



答　
県
、
国
の
調
査
を
待
ち
な
が
ら
対
応  

毒
性
を
含
む
鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
使
用
は

一般質問一般質問
　
　

フ
ッ
素
、
六
価
ク
ロ

ム
の
毒
性
に
つ
い
て
、
町

長
の
認
識
は
。

　
　

毒
性
が
あ
る
の
で
、

環
境
安
全
品
質
基
準
に
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
基
準

値
以
内
で
あ
れ
ば
、
健
康

被
害
は
な
い
と
考
え
る
。

　
　

県
の
説
明
で
は
、

「
路
床
工
、
敷
き
砂
利
に

は
使
用
し
な
い
」
と
発
表

の
も
事
実
だ
。

　

吾
妻
地
域
の
中
核
病
院

と
し
て
、
機
能
、
役
割
を

十
分
に
発
揮
す
る
た
め
に

は
、
医
師
確
保
な
ど
が
必

要
だ
。

　
　

医
師
確
保
の
た
め
に

町
長
自
ら
政
治
的
に
行
動

す
る
気
持
ち
は
あ
る
か
。

　
　

そ
の
よ
う
な
時
期
に

来
て
い
る
の
で
、
支
援
が

必
要
と
な
れ
ば
協
力
は
惜

し
ま
な
い
。

　
　

医
療
従
事
者
養
成
の

た
め
の
奨
学
金
制
度
の
創

設
を
期
待
す
る
が
。

　
　

現
時
点
で
原
町
日
赤

病
院
が
行
っ
て
い
る
看
護

学
生
を
対
象
と
す
る
奨
学

金
制
度
は
、
月
額
５
万
円

で
十
分
な
状
況
で
は
な
い
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
医
療
、
介
護
分
野
の

人
手
不
足
に
対
し
、
町
と

し
て
も
検
討
す
べ
き
時
期

が
き
て
い
る
と
判
断
す
る
。 　

　

施
策
実
行
に
あ
た
り
、

原
町
日
赤
病
院
と
町
の
実

務
者
で
の
定
期
的
な
情
報

交
換
が
必
要
だ
。
行
政
の

立
場
と
し
て
も
十
分
な
話

し
合
い
の
場
を
持
つ
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
　

病
院
で
は
年
１
回
運

営
懇
談
会
を
開
催
し
て
い

る
。
そ
の
構
成
員
は
吾
妻

郡
東
部
３
町
村
の
首
長
や

郡
医
師
会
、
県
出
先
事
務

所
の
関
係
者
ら
30
人
ほ
ど

で
あ
る
。
こ
の
懇
談
会
は
、

報
告
や
要
望
に
終
始
し
が

ち
で
あ
る
。

　

実
務
者
レ
ベ
ル
で
定
期

的
に
情
報
交
換
を
し
て
い

く
こ
と
は
、
直
面
し
て
い

る
課
題
に
取
り
組
む
た
め

必
要
と
考
え
る
。
今
後
、

病
院
や
関
係
者
と
協
議
し

て
い
く
。

金澤敏議員

し
て
い
る
が
、
農
産
物
を

生
産
し
て
い
る
所
の
農
道

に
未
舗
装
の
部
分
が
見
受

け
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
の
見
解
と
路
線
は
。

　
　

調
査
の
結
果
、
使
用

し
た
工
事
場
所
は
、
県
営

萩
生
川
西
土
地
改
良
事
業
、

町
営
細
谷
土
地
改
良
事
業
、

県
単
小
規
模
農
村
整
備
事

業
、
あ
が
つ
ま
ふ
れ
あ
い

公
園
整
備
工
事
、
県
単
万

騎
線
改
良
工
事
の
一
部
で
、

町
施
工
の
町
道
に
お
い
て

は
、
敷
き
砂
利
路
線
は
な

い
。

　

町
内
の
道
路
に
つ
い
て

は
、
鉄
鋼
ス
ラ
グ
の
路
盤

材
と
し
て
の
使
用
は
認
め

ら
れ
て
い
る
が
、
路
面
工

事
の
保
証
に
つ
い
て
は
、

原
因
が
そ
の
採
石
に
よ
る

も
の
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

補
償
を
求
め
て
い
く
。

　
　

佐
藤
建
設
工
業
は
、

再
生
砕
石
を
作
る
資
格
の

あ
る
企
業
な
の
か
。

　
　

現
在
、
大
同
特
殊
鋼

に
関
わ
る
鉄
鋼
ス
ラ
ブ
問

題
に
つ
い
て
、
県
が
廃
棄

物
処
理
法
に
基
づ
き
調
査

中
な
の
で
、
そ
の
結
果
で

判
断
す
る
。

　
　

町
長
は
、
町
を
守
る
、

町
民
を
守
る
と
い
う
気
概

を
も
っ
て
、
こ
の
こ
と
に

あ
た
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
町
民
の
不
安
を
一

刻
も
早
く
取
り
除
い
て
も

ら
い
た
い
。

　
　

町
民
の
健
康
を
第
一

と
思
い
、
国
、
県
に
問
い

合
わ
せ
を
し
、
事
実
が
判

明
す
れ
ば
即
刻
対
応
し
て

い
く
。



答　
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
り

　
　
　
　

総
計
予
算
主
義
の
原
則
に
よ
り
実
施

答　
森
林
資
源
を
ベ
ー
ス
に

　
　
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
を
推
進
し
て
い
き
た
い

予
算
編
成
の
基
本
的
あ
り
方
は

自
然
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
は

町政を問う町政を問う

　
　

現
在
の
特
別
会
計
を

見
直
し
、
一
般
会
計
に
編

入
や
廃
止
、
名
称
変
更
な

ど
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

町
民
に
わ
か
り
に
く

い
も
の
が
あ
れ
ば
、
名
称

や
内
容
な
ど
に
つ
い
て
検

討
し
た
い
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
考

え
方
と
留
意
点
は
何
か
。

　
　

歳
入
予
算
で
は
、
町

税
、
地
方
交
付
税
、
町
債

　
　

現
在
、
当
町
の
小
水

力
発
電
計
画
が
、
接
続
制

限
に
よ
り
ス
ト
ッ
プ
し
て

（
借
金
）
の
占
め
る
割
合

が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

将
来
負
担
と
な
る
町
債
を

で
き
る
だ
け
抑
え
る
た
め

に
、
国
・
県
支
出
金
な
ど

の
交
付
金
を
積
極
的
に
充

当
し
て
い
る
。

　

歳
出
予
算
は
、
総
計
予

算
主
義
の
原
則
に
よ
り
予

算
編
成
し
て
い
る
。

　
　

こ
れ
か
ら
予
算
化
す

る
大
き
な
事
業
は
何
か
。

　
　

新
町
建
設
計
画
に
あ

る
合
併
特
例
事
業
と
し
て
、

平
成
32
年
度
ま
で
（
６
年

間
）
に
役
場
庁
舎
、
保
育

所
整
備
事
業
な
ど
が
想
定

さ
れ
る
。

　
　

町
民
が
行
政
に
理
解

と
参
加
を
促
す
た
め
に
、

新
年
度
の
予
算
書
を
わ
か

り
や
す
く
、
課
ご
と
に
事

業
や
仕
事
内
容
を
小
冊
子

に
ま
と
め
、
毎
戸
配
布
か

区
長
を
対
象
に
配
布
し
て

は
ど
う
か
。

　
　

現
在
、
広
報
誌
の
５

月
号
で
当
初
予
算
の
特
集

を
組
ん
で
お
り
、
そ
の
中

で
は
会
計
別
予
算
額
や
一

般
会
計
主
要
事
業
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
事
業
担
当
課

か
ら
の
意
見
を
集
約
し
、

特
集
ペ
ー
ジ
の
増
加
に
つ

い
て
も
検
討
す
る
。

　
　

予
算
編
成
権
と
執
行

権
は
町
長
に
あ
り
、
町
民

に
多
く
の
負
担
を
か
け
な

い
よ
う
に
町
づ
く
り
の
た

め
の
予
算
を
組
む
べ
き
で

あ
る
。

　

町
村
合
併
に
よ
る
財
政

面
の
優
遇
措
置
（
合
併
算

定
替
え
に
よ
る
普
通
交
付

税
）
が
27
年
度
で
終
了
す

る
の
で
、
そ
の
後
の
予
算

計
画
に
つ
い
て
十
分
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

提
言
を
参
考
に
し
、

町
の
財
政
に
つ
い
て
、
今

後
も
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

佐藤聡一議員

須崎幸一議員

い
る
。
東
京
電
力
の
入
札

へ
積
極
的
に
参
加
す
る
意

思
は
あ
る
か
。

　
　

県
北
部
関
係
11
町
村

と
も
連
携
を
図
り
、
発
電

計
画
が
円
滑
に
実
施
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。

　
　

八
ッ
場
ダ
ム
関
連
工

事
の
跡
地
や
、
地
域
の
中

心
地
で
災
害
時
の
基
地
に

な
る
支
所
、
出
張
所
の
用

地
も
含
め
、
町
内
各
地
で

発
電
推
進
を
検
討
す
る
こ

と
は
、
将
来
の
蓄
電
や
税

の
安
定
収
入
に
も
結
び
付

く
と
思
わ
れ
る
が
。

　

 
 

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
の
視
点
か
ら
十
分
検

討
し
た
い
。



答　
地
域
支
援
事
業
と
し
て
検
討
を
重
ね
て
い
く

　
　
　

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
で

　
　
　
　
　
　
　
　
社
会
参
加
の
き
っ
か
け
を

青柳はるみ議員

一般質問一般質問

　
　

町
内
で
は
、
す
で
に

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
あ

り
、
地
元
企
業
に
よ
る
森

林
の
整
備
の
た
め
の
チ
ッ

プ
工
場
が
稼
働
。
発
電
所

に
チ
ッ
プ
を
供
給
し
て
、

徐
々
に
実
績
を
上
げ
て
い

る
。

　

こ
の
動
き
を
町
も
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
原

発
に
頼
ら
な
い
バ
イ
オ
マ

ス
や
小
水
力
、
太
陽
光
発

　
　

高
齢
に
な
っ
て
も
、

介
護
保
険
制
度
を
使
わ
な

い
元
気
な
人
が
、
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
施
設
で
必

要
と
さ
れ
る
こ
と
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
自
身
の
健

康
増
進
、
認
知
症
予
防
に

つ
な
が
る
。

　

介
護
保
険
を
還
元
す
る

こ
と
に
も
な
る
施
策
と
し

電
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
を
推
進
し
、
関
連
産

業
を
興
す
こ
と
で
、
雇
用

の
創
出
や
豊
か
な
生
活
を

実
現
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

当
町
で
も
間
伐
の
促

進
を
助
長
す
る
森
林
整
備

へ
の
相
乗
効
果
が
生
ま
れ

る
状
況
に
な
っ
て
き
た
。

先
進
事
例
の
上
野
村
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
木
質
ペ

レ
ッ
ト
な
ど
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
利
用
の

調
査
を
進
め
た
い
。

　
　

町
内
の
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
所
は
、
雑
木
を
受
け

入
れ
な
い
よ
う
だ
が
、
野

生
動
物
と
の
住
み
分
け
を

含
め
た
里
山
再
生
の
視
点

で
雑
木
の
処
理
を
考
え
る

時
期
で
あ
る
。

　

中
之
条
町
の
計
画
し
て

い
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

は
、
雑
木
も
受
け
入
れ
る

よ
う
な
の
で
、
吾
妻
広
域

で
応
援
し
、
地
域
全
体
の

雑
木
、
竹
な
ど
を
処
理
す

れ
ば
、
吾
妻
全
域
の
里
山

再
生
に
な
る
。
ま
た
、
畜

産
か
ら
生
じ
る
フ
ン
な
ど

も
燃
料
と
し
て
処
理
が
で

き
れ
ば
、
も
っ
と
環
境
に

良
い
の
で
は
な
い
か
。

　

吾
妻
広
域
の
町
村
長
で
、

こ
の
こ
と
を
相
談
で
き
な

い
か
。

　
　

広
域
で
検
討
し
て
み

た
い
。

　
　

ぐ
ん
ま
緑
の
県
民
税

が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
が
、
里
山
再
生
の

視
点
か
ら
、
も
う
少
し
使

い
や
す
い
制
度
に
で
き
な

い
か
。

　
　

県
と
協
議
検
討
し
て

い
き
た
い
。

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
導
入
を
す
べ

き
。　
　

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ

ン
ト
制
度
は
、
社
会
参
加

活
動
を
通
じ
て
、
介
護
予

防
を
推
進
す
る
観
点
か
ら
、

60
歳
以
上
の
人
が
介
護
保

険
施
設
な
ど
で
活
動
を
行
っ

た
場
合
に
ポ
イ
ン
ト
が
得

ら
れ
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン

ト
に
応
じ
て
、
交
付
金
が

受
け
ら
れ
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

　

地
域
支
援
事
業
に
お
け

る
元
気
な
一
般
高
齢
者
に

対
す
る
事
業
の
充
実
と
と

も
に
、
介
護
保
険
施
設
で

の
受
入
体
制
や
研
修
な
ど

の
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

　

先
行
し
て
実
施
し
て
い

る
自
治
体
で
は
、
ポ
イ
ン

ト
を
商
品
券
に
換
え
て
い

る
。
そ
う
し
た
実
例
を
参

考
に
し
、
検
討
を
重
ね
て

い
き
た
い
。

　
　

障
が
い
の
あ
る
人
も
、

町
を
挙
げ
て
の
ス
ポ
ー
ツ

大
会
や
お
祭
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
と
も
に
出
て
行
き
、

一
体
感
を
持
て
る
よ
う
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト

制
度
の
対
象
と
し
て
は
ど

う
か
。

　
　

ま
ず
は
、
介
護
保
険

施
設
や
在
宅
、
地
域
に
お

け
る
高
齢
者
支
援
活
動
に

限
定
し
て
と
考
え
て
い
る
。

　

将
来
的
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
福
祉
支
援
活
動
を
、
ポ

イ
ン
ト
の
対
象
に
し
て
い

け
た
ら
と
思
う
。



　

９
月
10
日
、
説
明
員
と

し
て
町
長
、
副
町
長
、
教

育
長
、
教
育
課
長
が
出
席

し
、
委
員
会
を
開
催
。
教

育
課
長
の
校
舎
改
築
工
事

の
概
要
説
明
後
に
、
来
年

４
月
統
合
を
迎
え
る
原
町

　

９
月
10
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、
主
に
３
点
に
絞
っ

て
調
査
、
研
究
を
行
い
ま

し
た
。

　

１
点
目
と
し
て
、
６
月

議
会
以
降
の
行
政
改
革
推

進
本
部
な
ど
の
会
議
内
容

中
学
校
を
現
地
調
査
し
ま

し
た
。

　

調
査
で
は
、
主
に
校
舎

改
築
工
事
の
進
捗
状
況
や
、

部
室
新
築
工
事
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
委
員
会
で
は
、

中
学
校
統
合
に
関
し
て
は
、

校
舎
改
築
工
事
の
設
計
変

更
や
、
ス
ム
ー
ズ
な
統
合

に
向
け
て
の
対
応
策
に
つ

い
て
、
ま
た
、
給
食
セ
ン

タ
ー
に
関
し
て
は
、
給
食

配
送
の
実
施
状
況
と
そ
の

問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

と
経
過
、
第
２
次
集
中
改

革
プ
ラ
ン
の
実
績
と
総
括
、

次
期
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

執
行
部
か
ら
、
６
月
議

会
で
否
決
さ
れ
た
組
織
機

構
改
革
に
関
し
て
、
12
月

議
会
に
提
出
を
目
指
す
と

の
説
明
が
あ
り
、
委
員
か

ら
は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

精
査
を
求
め
る
旨
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
所
整
備
は
、
「
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の

結
論
待
ち
と
の
こ
と
で
す
。

　

２
点
目
は
、
集
中
改
革

プ
ラ
ン
に
つ
い
て
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
第
３
次
集

中
改
革
プ
ラ
ン
が
始
ま
る

は
ず
で
し
た
が
、
点
検
と

総
括
を
行
う
と
の
こ
と
で
、

今
年
度
は
計
画
が
な
い
ま

ま
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
25
年
度
の
進
捗
状

況
が
示
さ
れ
、
実
績
内
容

と
し
て
は
継
続
が
主
で
、

新
た
に
実
施
で
き
た
も
の

は
３
点
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
プ
ラ
ン

の
総
括
に
つ
い
て
、
第
三

者
に
評
価
を
委
ね
る
こ
と

を
求
め
る
意
見
や
、
人
事

考
課
制
度
の
実
施
状
況
に

関
し
て
、
不
十
分
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

公
共
施
設
の
あ
り
方
で

は
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
を
他

用
途
で
活
用
す
る
こ
と
を

含
め
て
、
早
急
に
検
討
結

果
を
求
め
る
意
見
が
、
委

員
会
の
た
び
に
出
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

定
員
適
正
化
に
関
し
て

は
、
今
年
度
は
早
い
段
階

で
退
職
希
望
の
有
無
を
と

り
、
削
減
計
画
に
反
映
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

３
点
目
は
、「
コ
ニ
フ
ァ
ー

い
わ
び
つ
」
か
ら
、
岩
櫃

ふ
れ
あ
い
公
社
が
撤
退
す

る
件
で
、
施
設
の
所
有
者

で
あ
る
杉
並
区
が
事
業
者

の
募
集
を
進
め
、
す
で
に

現
地
説
明
会
を
行
っ
た
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
友
好
関

係
に
あ
る
杉
並
区
と
、
さ

ら
な
る
連
携
を
求
め
る
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

引
き
続
き
交
流
は
行
っ
て

い
く
と
の
回
答
で
す
。

　

９
月
11
日
、
委
員
会
を

開
き
、
国
、
県
、
町
の
事

業
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

国
は
、
８
月
20
日
に
清

水
・
鉄
建
・
Ｉ
Ｈ
Ｉ
異
工

種
建
設
工
事
共
同
企
業
体

と
の
ダ
ム
本
体
工
事
契
約

を
結
び
ま
し
た
。
工
期
は

平
成
30
年
で
、
大
柏
木
か

ら
の
骨
材
搬
入
は
、
採
石

プ
ラ
ン
ト
か
ら
全
線
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
ー
に
な
り
、

工
期
の
短
縮
が
計
ら
れ
る

よ
う
で
す
。

　

県
の
事
業
で
は
、
Ｊ
Ｒ

吾
妻
線
の
切
り
替
え
に
よ

り
、
松
谷
踏
切
、
雁
ヶ
沢

踏
切
の
改
修
工
事
が
始
ま

り
ま
す
。
ま
た
、
「
道
の

駅
あ
が
つ
ま
峡
」
の
道
路

標
識
が
国
道
、
県
道
に
13

基
設
置
さ
れ
ま
す
。

統合中学校の
整備状況を現地調査

中学校統合等対策
特別委員会

集中改革プラン
などを調査

行財政改革推進
特別委員会

国、県、町の
事業説明を受ける

八ッ場ダム対策
特別委員会

▼中学校校舎内の現地調査



　

町
の
事
業
で
は
、
10
月

１
日
か
ら
「
あ
が
つ
ま
ふ

れ
あ
い
公
園
」
が
指
定
管

理
と
な
り
、
10
月
11
日
に

は
公
園
全
体
が
「
道
の
駅

あ
が
つ
ま
峡
」
と
な
り
ま

す
。
Ｊ
Ｒ
吾
妻
線
廃
線
敷

き
、
国
道
１
４
５
号
線
跡

地
活
用
に
つ
い
て
は
、
８

月
11
日
、
技
研
コ
ン
サ
ル

と
契
約
を
結
び
、
素
案
づ

く
り
を
し
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。

　

委
員
か
ら
は
、
現
在
は

閉
鎖
さ
れ
て
い
る
ダ
ム
本

体
手
前
の
ト
イ
レ
の
管
理

は
ど
う
な
る
の
か
、
八
ッ

場
バ
イ
パ
ス
上
り
線
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
の
改
善
、
遊

歩
道
の
整
備
、
観
光
的
な

ダ
ム
放
水
計
画
は
あ
る
か

な
ど
、
活
発
な
意
見
や
質

問
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
ダ
ム
直
下
の
発
電
に

つ
い
て
の
質
問
に
、
県
は

１
万
１
７
０
０
㌗
出
力
の

発
電
所
を
造
る
と
、
具
体

的
な
計
画
を
示
し
ま
し
た
。
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人権擁護委員候補者の推薦 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/4

人権擁護委員候補者の推薦 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/4

物品購入契約の締結（消防ポンプ自動車） 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/4

物品購入契約の締結（小型ポンプ積載自動車） 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/4

工事請負契約の変更締結（原町中学校校舎改修２期工事） 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/4

吾妻広域町村圏振興整備組合規約の変更に関する協議 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/4

平成25年度一般会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 11 2 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 9/16

平成25年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成25年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成25度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成25年度特別養護老人ホームいわびつ荘運営事業特別会計歳入歳出決

算認定
14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成25年度地域開発事業特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成25年度下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成25年度簡易水道特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成25年度水道事業未処分利益剰余金の処分及び決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

災害対策本部条例の一部改正 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

防災会議条例の一部改正 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

税条例等の一部改正 14 ‐ 12 1 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成26年度一般会計補正予算 第４号 14 ‐ 10 3 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ 9/16

平成26年度国民健康保険特別会計補正予 第１号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成26年度後期高齢者医療特別会計補正予 第１号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成26年度介護保険特別会計補正予算 第１号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成26年度地域開発事業特別会計補正予算 第１号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成26年度下水道事業特別会計補正予算 第１号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

陳情書 町道５２６７号線の道路改良拡幅工事 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

陳情書 軽度外傷性脳損傷の周知及び労災認定基準の改正などを求める

陳情
14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び労災認定基準の改正などを要請する

意見書
14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

可･･･可決、否･･･否決、○･･･賛成、×･･･反対、欠･･･欠席、退･･･退席

議長は採決に加わりませんので「‐」で表示しています。（議長 1番）

※・・・地方自治法第117条により、本人除斥。

議 案 な ど の 審 議 結 果

議
決

結

果

議

決

日

第３回 定例会 平成２６年９月４日～１７日

議案名等 議員名簿

出
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者
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投

票

数

賛

成

反

対
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人権擁護委員候補者の推薦 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/4

人権擁護委員候補者の推薦 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/4

物品購入契約の締結（消防ポンプ自動車） 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/4

物品購入契約の締結（小型ポンプ積載自動車） 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/4

工事請負契約の変更締結（原町中学校校舎改修２期工事） 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/4

吾妻広域町村圏振興整備組合規約の変更に関する協議 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/4

平成25年度一般会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 11 2 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○ 9/16

平成25年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成25年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成25度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16
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平成25年度下水道事業特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成25年度簡易水道特別会計歳入歳出決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成25年度水道事業未処分利益剰余金の処分及び決算認定 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

災害対策本部条例の一部改正 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

防災会議条例の一部改正 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

税条例等の一部改正 14 ‐ 12 1 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成26年度一般会計補正予算 第４号 14 ‐ 10 3 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ 9/16

平成26年度国民健康保険特別会計補正予 第１号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成26年度後期高齢者医療特別会計補正予 第１号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成26年度介護保険特別会計補正予算 第１号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成26年度地域開発事業特別会計補正予算 第１号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

平成26年度下水道事業特別会計補正予算 第１号 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

陳情書 町道５２６７号線の道路改良拡幅工事 14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

陳情書 軽度外傷性脳損傷の周知及び労災認定基準の改正などを求める

陳情
14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

軽度外傷性脳損傷に関わる周知及び労災認定基準の改正などを要請する

意見書
14 ‐ 13 0 可 ‐ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 9/16

可･･･可決、否･･･否決、○･･･賛成、×･･･反対、欠･･･欠席、退･･･退席

議長は採決に加わりませんので「‐」で表示しています。（議長 1番）

※・・・地方自治法第117条により、本人除斥。

議 案 な ど の 審 議 結 果
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私の生まれた昭和３０年代、物心ついた時の

田植え風景は、牛や馬に依存する生活で、田を

かくにも鼻緒を取り、舵をきる役と、後を取る

役とで下地を作り、植える間隔を印した縄を張

り、１０人ほどが横一線に並び植えるのです。

昼ともなると、各家庭から持ち寄った、いな

りずしや煮物、漬け物を、田の傍らでいただき、
互いの情報を交換し、にぎやかなものでした。

なぜか、いなりずしと大根の漬け物がやけにお

いしかったことを思い出します。

牛や馬に飼い葉を与えるための採草地があっ

て、山はきれいに整備され、タラの芽やワラビ、
ゼンマイは、毎年豊富で、むすびと水筒を持っ

て４～５人でリュックを背に出かけたものです。
このような光景も、さまざまな機械に取って

変わり、利便性の追求により、人間が疎遠となっ

てしまいました。

生まれたころと、ほとんど変わらない風景で

すが、大きく様変わりしているのが道路事情で

す。

小学校に通った時分は、石河原のような状態

で、雨が降れば川そのものでした。中学生のこ

ろは、自転車で片道７．５㌔を通学するのに４

０分ほど、帰路は１時間以上も要しました。

「早く舗装されれば、楽なんだけどな」。そう

友と語ったものでした。舗装された道路は、私

たちが高校を卒業する昭和４８年以降のことで

す。

しかし、八ッ場ダム工事関連により、ここ、

行き止まりの村「大柏木」は、県道川原畑大戸

線が完成すれば、全長約３㌔の大柏木トンネル

を抜け、不動大橋にアクセスし、道の駅八ッ場

ふるさと館まで５分と要しません。川原湯・草

津方面への中継地となるのです。

このことを、千載一遇のチャンスと捉え、地

域全体の活性化とならないものでしょうか。

次次回の定例会は
１２月５日開会予定

議会の会議は、特別な場合を除き公開さ

れています。

傍聴の手続きは、役場３階の議会事務局

で受け付けています。

所定の用紙に住所、氏名、年齢の記入を

お願いします。

「村の行方」

加 部 敏 通 さ ん
（大柏木）

まちの声

　

９
月
定
例
会
が
閉
会
し

て
10
日
間
が
過
ぎ
た
９
月

27
日
、
御
嶽
山
（
長
野
、

岐
阜
県
）
が
噴
火
し
、
火

山
災
害
が
発
生
。
改
め
て

自
然
災
害
の
怖
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

四
季
の
中
で
も
こ
の
時

期
は
、
収
穫
と
味
覚
の
秋
、

ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト
も

盛
ん
に
行
わ
れ
、
行
楽
シ
ー

ズ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
定
例
会
は
、
決
算
認

定
を
中
心
と
し
て
審
議
し

ま
し
た
。

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集
は
、

特
に
一
般
質
問
の
ま
と
め

に
時
間
を
要
し
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
で
、
全
て
を

掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
で
き
る
限
り
わ
か

り
や
す
く
、
読
み
や
す
く

な
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
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